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この広報誌が「皆様と当院の輪（和）を描くものとなり、また

皆様にとって有用な情報を提供することで、「今後の道しる

べ」となれるよう思いを込めて「コンパス」と名付けました。
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地域医療連携通信 ／ 開放型病床カンファレンスのご案内

「糖尿病患者さんのフットケアについて」ちょこっと解説 

主なイベント・セミナーのご案内

▶お問い合わせ先 
　☎0776-54-5151（代表）　http://fph.pref.fukui.lg.jp

五大がんで死なないために！
　1971年「がんを撲滅する！」ニクソン大統領が国民にこう宣言

した25年後、米国国立がん研究所は「がん死亡率は毎年0.5％減

少している。がん対策の成果だ。」と誇らしげに発表しました。一

方日本はどうでしょう？たとえば2016年大腸癌の死亡者数は年

間50600名、米国の50310名を上回る数値です。米国の人口が日

本の2.5倍であることを考えるといかに多いか理解できます。専門

家の分析では、米国の大腸癌死亡率減少の要因は、第一に検診

の増加、次に禁煙とされています。日本の検診受診率は約40％、

米国の60％に比べ低率です。精密検査受診率も70％前後とやは

り低いのです。日本は検査技術や診断・治療成績は世界トップレ

ベルです。早期発見すればがんは90％近くの方が治ります。福井

県では五大（肺、胃、大腸、乳腺、子宮頚部；厚労省が検診を勧め

る5つの部位）がん検診が、国の指針に基づき精度高く行われて

います。我々医療従事者はひとりでも多くの皆さまにがん検診を

お受けいただき、がんで死なないで欲しいと願っています。

　当センターは急性期総合病院併設の健診施設として、福井県

立成人病センター時代から50年以上にわたり、疾病の早期発

見・早期治療および予防に努めてきました。年間6000名にのぼる

人間ドックとがん検診に関わる精検を柱に、院内各科との迅速な

連携による質の高い医療を皆さまの気持ちに寄り添っておこなっ

ています。各種ドックにおきましても、科学的に根拠のある国の

指針に準じた健診を行っておりますので、どうぞ安心して健康診

断センターをご利用頂きたいと思います。

今後ともより一層のご支援ご指導よろしくお願い申し上げます。

健康診断センター長

服部　昌和（はっとり　まさかず）

■専門分野　

　一般・消化器外科／大腸、小児外科

■所属学会等

　日本外科学会指導医・専門医

　日本消化器外科学会指導医・専門医

　日本消化器病学会指導医・専門医

　日本消化器内視鏡学会指導医・専門医

　日本大腸肛門病学会指導医・専門医

　日本消化器がん検診学会指導医・評議員

　日本内視鏡外科学会評議員

　がん治療認定医

県民に信頼され、心あたたまる病院をめざします

ドクターにききましたっ！

県立病院がん医療

教えて看護師さん

 4月  3日 （水）　ボランティアコンサート（北陸高等学校生徒と先生）

 4月  4日 （木）　ボランティアコンサート（女子高生のヴァイオリンアンサンブル）

 4月18日 （木）　ボランティアコンサート（アルトサックスとピアノ演奏）

 4月25日 （木）　認定看護師研修会（新生児集中ケア）　対象／看護師等

 4月25日 （木）　開放型病床カンファレンス　対象／地域医療連携医

 4月26日 （金）　ボランティアコンサート（ピアノ演奏と歌）

 5月  8日 （水）　ボランティアコンサート（ピアノ演奏）

 5月16日 （木）　看護週間行事　対象／一般

 5月16日 （木）　ボランティアコンサート（アルトサックスとピアノ演奏）

 5月20日 （月）　認定看護師研修会（集中ケア）　対象／看護師等

 5月23日 （木）　開放型病床カンファレンス　対象／地域医療連携医

 5月24日 （金）　ボランティアコンサート（ピアノ演奏と歌）

 6月20日 （木）　ボランティアコンサート（アルトサックスとピアノ演奏）

 6月27日 （木）　開放型病床カンファレンス　対象／地域医療連携医

 6月28日 （金）　ボランティアコンサート（ピアノ演奏と歌）
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 肝炎は正しい知識と治療でより簡単に治せる時代に
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当
院
は
日
本
肝
臓
学
会
の
認
定
施
設
で
、
軽
微
な
肝
障
害

の
原
因
検
索
を
は
じ
め
と
し
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
疾
患
、
ア
ル

コ
ー
ル
性
肝
障
害
、
脂
肪
肝
、
自
己
免
疫
性
肝
炎
や
非
ア
ル

コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
炎
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）
等
の
慢
性
肝
疾
患
診
療

を
幅
広
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
日
本
に
お
け
る
肝
硬
変
、
肝
が
ん
の
最
大
の

原
因
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
治
療
法
は
急
速
に
進
歩
し

て
お
り
、
近
年
、
ウ
イ
ル
ス
増
殖
に
直
接
阻
害
す
る
飲
み
薬

（
Ｄ
Ａ
Ａ
治
療
薬
）
の
登
場
で
、
大
き
な
副
作
用
な
く
完
治

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
の
治
癒
率
は
飛
躍

的
に
向
上
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
11
月
に
最
新
薬
も
登
場

し
、
現
在
８
週
間
か
ら
12
週
間
の
治
療
で
ほ
ぼ
１
０
０
％
の

患
者
さ
ん
に
治
癒
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
、

更
に
病
状
が
進
ん
だ
腹
水
や
黄
疸
の
あ
る
Ｃ
型
肝
硬
変
の

患
者
様
に
も
安

全
に
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
を
排

除
で
き
る
薬
も

登
場
し
、
ま
す

ま
す
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
を
持
つ
方

に
は
適
切
な
検

査
、
治
療
を
受

け
て
頂
く
こ
と

が
重
要
な
時
代

に
な
っ
て
行
く

と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

当
院
は
６
名
の
肝
臓
専
門
医
が
お
り
、「
治
せ
る
病
態

は
き
ち
ん
と
治
す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
２
０
１
４
年
よ
り

３
０
０
例
以
上
の
Ｃ
型
肝
炎
患
者
さ
ん
に
対
し
て
Ｄ
Ａ
Ａ
治

療
を
行
い
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
Ｈ
Ｃ
Ｖ
排
除
に
成
功
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
副
作
用
や
併
用
薬
が
多
い
こ
と
よ
り

治
療
困
難
と
さ
れ
て
い
た
高
齢
者
の
Ｃ
型
肝
炎
治
療
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
人

で
も
重
い
副
作
用
を
ほ
と
ん
ど
認
め
ず
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
の

ウ
イ
ル
ス
排
除
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
型
肝
炎
に
つ
い
て
も
、
肝
臓
以
外
の
臓
器
に
副
作
用
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
改
良
さ
れ
た
内
服
薬
も
登
場
し
、
肝
炎

全
体
の
治
療
目
標
や
治
療
法
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
日
進
月
歩

で
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
適
切
に
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
を
治
療
・
制
御
す

る
こ
と
は
肝
硬
変
へ
の
進
展
や
発
が
ん
予
防
に
も
つ
な
が
り

ま
す
が
、
治
療
法
の
進
歩
に
よ
り
、
治
療
の
必
要
性
の
判
定

や
選
択
は
多
岐
に
渡

り
、
経
験
豊
富
な
専

門
医
が
担
う
役
割
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。 

　

更
に
、
肝
炎
の
治

療
が
飛
躍
的
に
進
歩

す
る
一
方
で
、
特
に

Ｃ
型
肝
炎
に
お
い

て
は
、
日
本
の
Ｃ

型

慢
性
肝
炎
の
患
者
さ

ん
は
、
肝
炎
症
状
の

な
い
キ
ャ
リ
ア
（
持

続
感
染
者
）
を
含

特
集

肝
炎
は
正
し
い
知
識
と
治
療
で
よ
り
簡
単
に
治
せ
る
時
代
に

肝炎を見過ごさない！

日本におけるC型肝炎症例動向

日本におけるC型肝炎症例動向



ん
に
は
、
き
ち
ん
と
肝
炎
治
療
の
必
要
性
を
説
明
さ
せ
て

頂
い
た
上
で
、
主
な
病
気
の
治
療
が
落
ち
つ
い
た
後
に
治

療
を
受
け
、
良
好
な
治
療
成
績
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

 　

現
在
は
治
療
の
進
歩
に
よ
り
、
世
界
規
模
で
は
世
界

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
２
０
３
０
年
ま
で
に
地
球
か
ら

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
を
撲
滅
し
よ
う
と
宣
言
す
る
よ
う
な
時

代
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
近
く
で
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

を
治
療
す
る
こ
と
で
元
気
・
活
力
や
食
欲
が
で
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
治
療
を
受
け
た
患
者
様
の
声
も
多
く
聞
か

れ
ま
す
。

　

世
界
で
最
も
進
ん
だ
肝
炎
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
日
本
の
中
で
、
福
井
県
で
最
先
端
の
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
当
院
に
受
診
し
な
が
ら
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を

治
療
せ
ず
元
気
に
な
る
機
会
を
逃
し
、
癌
の
リ
ス
ク
を
抱

え
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
事
だ
と
我
々
は

考
え
ま
す
。

　

肝
炎
の
可
能
性
が
あ
る
人
や
、
肝
炎
が
心
配
な
方
は
ぜ

ひ
主
治
医
の
先
生
や
消
化
器
内
科
医
師
に
相
談
し
て
み
て

下
さ
い
。
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消化器内科医長

砂子阪　肇（すなござか　はじめ）

■専門分野

　肝胆膵疾患／消化管疾患

■所属学会

　日本内科学会総合内科専門医

　日本消化器病学会専門医

　日本消化器内視鏡学会専門医

　日本肝臓学会専門医

■ひとこと

　 富山県出身、金沢大学卒、現在福井県立病
院と徐々に北陸地方を南下し、徐々に雪が
少なく暖かい生活になるかと思いきや、就
任初年度の昨年に人生最大の大雪に見まわ
れるという波乱に満ちた人生を歩んでおり
ます。

　 『世界・日本標準の治療を福井県民全員の
方々に』をモットーに自分も研鑽を積みつ
つ、日々の肝疾患診療を務めさせて頂いて
います。今後とも宜しくお願いいたします。

め
る
と
１
５
０
万
〜
２
０
０
万
人
い
る
と
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
医
療
機
関
で
肝
炎
治
療
を
受
け
て
い
る
人

は
50
万
人
に
す
ぎ
ず
、
残
り
の
１
０
０
万
〜
１
５
０
万
も

の
人
が
感
染
し
て
い
て
も
治
療
を
受
け
て
い
な
い
か
、
自

分
が
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い
て
す
ら
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
肝
炎
に
関
す
る

検
査
や
治
療
の
認
知
度
を
低
さ
が
新
た
な
社
会
的
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
こ
れ
ら
肝
炎
を
見
過
ご
さ
な
い
と
い
う
問
題
に

も
着
手
し
、
当
院
の
全
診
療
科
受
診
者
を
対
象
に
院
内
肝

炎
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
体
制
を
２
０
１
７
年
よ
り
設
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
病
院
全
受
診
者
が
血
液
検
査
で
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
が
指
摘
さ
れ
た
場
合
、
ま
ず
肝
臓
専
門

医
が
連
絡
を
受
け
て
専
門
的
に
治
療
の
必
要
性
や
治
療
法

の
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
化
器
内
科
以
外
で
も
当
院
に
受
診
頂
い
て
い
る
患
者

様
全
員
の
健
康
を
担
保
す
べ
く
肝
臓
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

が
適
切
に
評
価
す
る
こ
の
新
し
い
取
り
組
み
に
よ
り
、
１

年
間
で
約
１
２
０
人
の
新
規
肝
炎
患
者
さ
ん
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
中
で
治
療
の
必
要
性
が
あ
る
患
者
さ

当院における
肝炎アラートシステムの構築

患者さんへの説明 肝臓専門医による

検査結果の精査

血液検査

◀ ◀
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シリーズ 

消化器内科医長

青柳　裕之（あおやぎ　ひろゆき）

■専門分野

　肝胆膵疾患／消化管疾患

■所属学会

　日本内科学会総合内科専門医

　日本消化器内視鏡学会専門医、指導医、

　北陸支部評議員

　日本消化器病学会専門医、北陸支部評議員

　日本肝臓学会専門医

　日本消化管学会専門医

　がん治療認定医

■ひとこと

　 かつては太公望として自然と戯れる術
を持っていましたが、医師になってよ
り野趣とは無縁の生活となりました。
福井に来て豊かな自然をみるとひそか
に趣味の復活という野望がこみあげて
くるのですが、年齢のせいか海や川に
赴くべき足は遠のき、代わって福井の
食文化に精通してきております。

　 福井県立病院にお越しいただければ全
国トップクラスの内視鏡診断と治療が
受けられるように日進月歩する医療の
先端を走っていきたいと考えておりま
す。これからも宜しくお願い申し上げ
ます。

内
視
鏡
治
療
最
前
線

　

現
代
の
医
療
は
低
侵
襲
治
療
が
求
め
ら
れ
て

お
り
内
視
鏡
治
療
は
そ
の
先
駆
け
で
し
た
。
内

視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術
と
い
う
手
法
が
開
発

さ
れ
、
リ
ン
パ
節
転
移
の
可
能
性
が
低
い
病
変

に
対
し
治
療
適
応
範
囲
は
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
治
療
前
診
断
は
重
要
で
す
。
当
院

で
は
週
１
回
の
消
化
器
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
、

２
週
間
に
１
回
の
内
視
鏡
治
療
前
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に

必
要
な
画
像
は
内
視
鏡
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
に

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
２
０
１
８
年

10
月
に
新
し
い
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
更

新
し
ま
し
た
。

　

そ
の
シ
ス
テ
ム
に
現
在
、
日
本
消
化
器
内

視
鏡
学
会
が
主
導
し
て
い
るJ

E
D
（Ja

p
a
n
 

E
n
d
o
sc

o
p
ic

 D
a
ta

b
a
se

）p
ro

je
c
t

に
基
づ
く

デ
ー
タ
シ
ー
ト
入
力
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　

こ
の
入
力
に
よ
り
、
そ
の
施
設
の
水
準
や
特
徴

が
分
か
り
、
適
切
な
治
療
や
精
度
管
理
が
行
わ

れ
て
い
る
か
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き

が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の

　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

　

「

が

ん

サ

バ

イ

バ
ー
」
と
し
て
活
動

す
る
歌
手
の
Ｋ
Ｅ
Ｉ

Ｋ
Ｏ
さ
ん
と
、
ギ
タ

リ
ス
ト
の
Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｊ

Ｉ
さ
ん
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
や
さ
し
い
歌

声
と
ギ
タ
ー
の
音
色

が
病
院
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
を
包
み

込
み
、
御
来
院
の
皆

様
に
エ
ー
ル
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

県
立
病
院
で
は
、
月
に
２
〜
３
回
の
ペ
ー
ス
で
御
来
院
の
皆
様
の

心
を
温
め
ら
れ
る
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

NEWS

最
新
情
報

ま
す
。

　

当
院
で
は
２
０
１
９
年
度
よ
りJ

E
D

に
匿

名
化
さ
れ
た
情
報
を
提
供
し
、
適
切
な
内
視
鏡

検
査
及
び
治
療
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

KEIKO & KOUJI

皮膚科外来からの

お知らせ

紹介初診枠を新設
月曜日と金曜日

午後２時～３時半

皮膚科外来診療表

午前 午後

月 再　診
紹介初診

岡本

火 再　診
手術

検査

水 再　診 回診

木 再　診
手術

検査

金 再　診
紹介初診

岡本



がん相談支援センターのご案内

お問い合わせ▶　がん相談支援センター　TEL 0776-54-5151 内線3100

場 所  がん医療センター内　対 象  院内外のがん患者さんおよびご家族 

相　  談
（面談・電話）

平  日

8:30～17:00

がんサロン

「き ね の」

毎月 第２・4木曜日

13:00～14:30

治療と仕事の
両立についての相談

【社会保険労務士】

毎月 第１火曜日

10:00～13:00

お仕事探しの方

ハローワーク出張相談
【就労支援ナビゲーター】

毎月 第１火曜日

14:30～15:30

先駆的取組として、平成30年12月4日（水）

国立がん研究センターの会議（都道府県がん診

療連携拠点病院連絡協議会）で発表しました。

AYA世代のがん患者さんの課題

第３期 がん対策推進基本計画より

他の世代に比べて患者数が少なく、疾患

構成が多様であるため、医療従事者に診

療や相談支援の経験が蓄積されにくい。

年代によって、就学、就労、生殖機能等の

状況が異なり患者視点での教育、就労、生

殖機能の温存等に関する情報・相談体制

が十分ではない。

心理社会的状況も様々で、個々のAYA世

代のがん患者の多様なニーズに対応でき

るように情報提供・支援体制および診療

体制の整備が求められている。

●職場にどのように話してる？

●仕事を辞めさせられるという不安が

　あって元気なふりをしているんです。

●同世代の人と、普段は話しづらい病

　気のことが話せてうれしかったです。

福井県 AYA世代のがん罹患者数の推移

AYA世代（男）

AYA世代（女）

（人）

平成25年  男性 41人  女性 131人

計 172人（全がんの2.9％）

0

50

100

150

200

H25

41

131

H24H23H22H21H20

50

117

H19H18H17H16H15

51

72

H14H13H12H11H10

44

84

県 立 病 院

が ん 医 療

シリーズ
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副院長・がん医療センター長

吉川　淳（よしかわ　じゅん）

■専門分野

　画像診断・IVR

■所属学会

　日本医学放射線学会画像診断専門医

　日本 IVR学会専門医

　日本消化器病専門医

　肝臓専門医・指導医

　金沢大学臨床教授

■ひとこと

　 小中高はサッカー部、大学は野球部
でしたが、阪神・淡路大震災の年か
ら走り始めました。10 年前からは
フル完走 100 回を目指して年 6 回の
ペースで大会に出ていましたが、そ
ろそろ廻りの人に迷惑をかけそうな
ので諦めます。11 月 10 日の 21 回
目になるいびがわマラソンが最後に
なりそうですが、まず 5 月末にある
インターネットエントリーのクリッ
ク競争に勝たないといけません。

　

昨
年
３
月
に
閣
議
決
定
し
た
国
の
「
第
３
期

が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
に
お
い
て
、
Ａ
Ｙ
Ａ

世
代
（
15
歳
〜
39
歳
）
の
が
ん
患
者
の
支
援
強

化
が
施
策
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
、
日
頃
か
ら
ニ
ー
ズ
を
感
じ
て
い

た
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
を
対
象
と
し
た
サ
ロ
ン
を
が
ん

看
護
専
門
看
護
師
と
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

が
中
心
と
な
り
、
５
月
24
日
（
木
）
に
県
内
で

初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
新
聞
掲
載
や
患
者
さ

ん
へ
の
声
か
け
で
８
人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

が
ん
看
護
専
門
看
護
師
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

務
め
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
の
下
、
仕
事

の
悩
み
や
闘
病
体
験
な
ど
日
頃
の
思
い
が
話
合

わ
れ
ま
し
た
。
11
月
29
日
に
は
、
ナ
イ
ト
サ
ロ

ン
も
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
取
組
に
つ
い
て
、

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
で
発
表
し
、
フ
ロ
ア

か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
支
援
も
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
31
年
度
も
５
月
・
11
月
に
実
施
し

ま
す
。

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

   

　    

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代 

（
15
歳
～
39
歳
） 

が
ん
サ
ロ
ン
を
開
催

県
内
初



地域医療連携通信地域医療連携通信

まつむら眼科クリニック

笠松内科クリニック

　

お
陰
様
で
開
業
し
て
25

年
と
な
り
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方

の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

私
個
人
と
し
て
は
、
開
業
医
は
信
号
に
例
え

れ
ば
赤
、
青
、
黄
色
の
ど
れ
な
の
か
を
速
や
か

に
ふ
る
い
分
け
出
来
る
事
が
要
求
さ
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
初
診
で
診
断
が
的
確
に
で

き
る
か
ど
う
か
で
、
患
者
さ
ん
の
運
命
は
変
わ

り
ま
す
。
腹
痛
な
ど
で
得
意
と
す
る
エ
コ
ー
を

駆
使
し
て
緊
急
性
が
あ
る
か
を
判
断
し
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
我
々
開
業
医
に
課

せ
ら
れ
た
責
任
は
非
常
に
重
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
24

時
間
体
制
を
と
っ
て
お
ら
れ
る

福
井
県
立
病
院
は
じ
め
総
合
病
院
と
の
緊
密
な

病
診
連
携
体
制
を
大
事
に
し
て
、
診
療
に
当
た

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
院
は
平
成
18

年
４
月
に
福
井
市
上
北
野
に

て
「
ま
つ
む
ら
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
し
て
開

院
、
以
後
、
先
天
性
鼻
涙
管
閉
塞
症
の
乳
児
か

ら
１
０
０
歳
の
白
内
障
患
者
様
に
至
る
ま
で
あ

ら
ゆ
る
年
齢
層
の
診
療
に
日
々
努
め
て
お
り
ま

す
。

　

基
本
的
に
は
眼
科
の
全
疾
患
に
対
応
を
心
が

け
て
お
り
ま
す
。
白
内
障
、
緑
内
障
等
は
勿
論
、

糖
尿
病
、
高
血
圧
、
膠
原
病
な
ど
の
全
身
疾
患

に
伴
う
眼
合
併
症
の
診
察
、
治
療
も
多
く
手
掛

け
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
緊
急
対
応

が
必
要
な
眼
外
傷
、
網
膜
剥
離
等
で
は
、
福
井

県
立
病
院
な
ど
の
提
携
病
院
に
速
や
か
に
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
今

後
も
連
携
を
密
に
さ
せ
て
頂
き
、
最
適
な
医
療

を
提
供
し
て
ゆ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

住所 ： 福井市下馬2丁目508

TEL ： ０７７６ （３３） １１００

診療科 ： 内科、小児科、皮膚科

診療時間 ： 9：00～12：30／14：00～18：00

休診日 ： 木曜、土曜午後、日曜、祝日

URL ： https://itp.ne.jp/info/182314109300000899/

住所 ： 福井市上北野1丁目25-19

TEL ： ０７７６ （５３） ８８７８　

診療科 ： 眼科

診療時間 ： 月・水・金　9：00～12：30／14：30～18：00

　　　　　    火　   9：00～12：00／手術終了後通常診療

　　　　　    木　   9：00～12：30

　　　　　    土　   9：00～13：00

休診日 ： 木曜・土曜午後、日曜、祝日

URL ： http://www.matsumura-ganka.net

こ
れ
か
ら
も
地
域
医
療
の
最
前
線
と
し
て

出
来
る
だ
け
早
く
、
的
確
な
診
断
を
付
け
ら
れ
る

　
　
　
　
総
合
内
科
医
を
目
標
に
し
て
お
り
ま
す

松
ま つ

村
む ら

　孝
た か

司
し

  先生

笠
か さ

松
ま つ

　誠
まこと

  先生院　長

院　長

6



地域医療連携通信

福井県立病院地域医療連携推進室　TEL 0776-57-2900  FAX 0776-57-2901

藤田歯科医院

　

当
医
院
は
平
成
２
年
に
県
立
病
院
南
隣
に
開

業
し
30

年
近
く
た
ち
ま
し
た
。
歯
科
医
療
を
通

し
地
域
住
民
の
皆
様
の
健
康
と
幸
福
に
、
微
力

な
が
ら
お
役
に
立
ち
た
い
と
日
々
努
力
し
て
お

り
ま
す
。

　

歯
科
治
療
は
治
療
方
法
が
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、

患
者
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
治
療
の
ゴ
ー
ル
が

違
っ
て
き
ま
す
。
当
医
院
で
は
患
者
さ
ん
と
の

対
話
を
重
視
し
て
、
口
腔
内
カ
メ
ラ
・
模
型
・

図
な
ど
を
使
っ
て
患
者
さ
ん
が
納
得
す
る
ま
で

説
明
し
て
治
療
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

外
科
的
処
置
や
全
身
管
理
が
必
要
な
患
者
さ

ん
は
県
立
病
院
と
密
接
な
連
携
を
取
っ
て
精
度

の
高
い
治
療
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

住所 ： 福井市四ツ井2丁目9-18

TEL ： ０７７６ （５３） ５００６

診療科 ： 歯科、小児歯科

診療時間 ： 9：00～12：15／14：00～18：15

　　　　　土 9：00～12：15／14：00～16：15

休診日 ： 木曜、日曜、祝日

URL：http://fujita-shika.jp

患
者
さ
ん
と
の
対
話
を
重
視
し
て

藤
ふ じ

田
た

　知
と も

巳
み

  先生院　長
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平成31年度　開放型病床カンファレンスのご案内平成31年度　開放型病床カンファレンスのご案内
　当院では、 ①知識の向上 ②交流 ③情報交換 を目的に、開放型病床カンファレンスを開催しています。

医療機関の皆様からのたくさんのご参加をお待ちしております。

　参加をご希望される方は、毎回事前に当院地域医療連携推進室までご連絡をお願いいたします。

※詳細につきましては、当院HPをご覧ください。

　なお、連携医の皆様には、開催前にFAXにて改めてご案内させていただきます。

※開催日時につきましては、様々なご意見をいただいておりますが、平成30年度

　同様の日時で開催することとなりました。ご了承ください。
ミニレクチャー

症例検討

第４木曜日　　19：30～20：30　　年9回開催

軽食も用意

しています

開催日 4/25 5/23 6/27 7/25 9/26 10/24
12/19
第3木曜

2020.

1/23

2020.

2/27

症例検討

19：30

〜

20：00

講
　
師

小 

児 

科

消
化
器
内
科

呼
吸
器
内
科

循
環
器
内
科

腎
臓
・
膠
原
病
内
科

内
分
泌
・
代
謝
内
科

外
　
科

血
液
・
腫
瘍
内
科

脳
神
経
内
科

ミニレクチャー

20：00

〜

20：30

講
　
師

放
射
線
科

Ｅ
　
Ｒ

薬 

剤 

部

心
臓
血
管
外
科

泌
尿
器
科

乳
腺
外
科

眼
　
科

未
　
定

精 

神 

科



福井県立病院 情報発信力強化委員会
〒910-8526　福井市四ツ井2丁目8-1　TEL (0776)54-5151（代）　FAX(0776)57-2945

■地域医療連携推進室

　TEL (0776)57-2900　

　FAX (0776)57-2901

■救命救急センター

　TEL (0776)57-2990　FAX(0776)57-2991
HP http://fph.pref.fukui.lg.jp/

スマートフォンからは

こちら→

教えて
看護師さん

vol.4

電話対応 月～金／8：30～18：00　土（紹介予約受付）／8：30～12：30
祝日および年末年始（12/29～1/3）を除く

健康長寿の福井

「
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
フ
ッ
ト
ケ
ア
に
つ
い
て
」
ち
ょ
こ
っ
と
解
説

発行

Compass vol.51  2019年3月

中央外来　看護師長

糖尿病看護認定看護師 

吉田　陽子
よし  だ よう こ

福井県立病院
看護外来内 糖尿病療養相談外来

☎ 0776-54-5151 内線 2482

糖尿病療養
相談外来で

問い合わせ

フットケアをしておりま

すので、主治医に希望を

お伝えください。

内線 5178

　

糖
尿
病
で
高
血
糖
（
血
糖
が
高
い
）

状
態
が
長
く
続
く
と
、
痛
み
を
感
じ

に
く
く
な
っ
た
り
、
小
さ
な
傷
で
も

知
ら
な
い
う
ち
に
悪
化
し
、
重
症
に

な
る
と
足
の
切
断
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
糖
尿
病
に
よ
る
神
経

障
害
、
血
流
障
害
、
抵
抗
力
の
低
下

が
原
因
で
す
。

足
の
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
、
日
頃
の
足
の
観
察
が
大
事
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
元
気
よ

く
歩
け
る
よ
う
に
足
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。

足
の
観
察
に
つ
い
て

　

毎
日
足
を
見
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
下
の
項
目
に
該
当
す
る
も

の
が
あ
っ
た
ら
、
か
か
り
つ
け
医
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

清
潔
に
し
ま
し
ょ
う

　

足
を
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。
シ
ャ

ワ
ー
や
お
風
呂
の
時
に
、
足
の
指
の

間
も
丁
寧
に
洗
い
、
お
湯
で
洗
い
流

し
ま
し
ょ
う
。
タ
オ
ル
で
拭
く
時
は

指
の
間
の
水
分
を
し
っ
か
り
拭
き
取

り
ま
し
ょ
う
。

保
湿

　

シ
ャ
ワ
ー
や

お
風
呂
の
あ
と

に
、
ク
リ
ー
ム

な
ど
を
塗
り
ま

し
ょ
う
。
お
湯

は
肌
の
油
分
を
奪
っ
て
し
ま
う
の
で
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
肌
が
乾
燥

し
、
か
ゆ
く
な
り
ま
す
。
そ
の
予
防

の
た
め
に
ク
リ
ー
ム
な
ど
で
保
湿
し

ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
足
の
指
と
指

の
間
は
水
虫
予
防
の
た
め
に
乾
燥
さ

せ
た
い
の
で
ク
リ
ー
ム
は
塗
ら
な
く

て
よ
い
で
す
。

靴
下
に
つ
い
て

　

靴
下
は
色
が

黒
っ
ぽ
い
も
の

で
す
と
、
靴
を

脱
い
で
靴
下
を

脱
ぐ
ま
で
出
血

な
ど
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま

せ
ん
。
な
る
べ

く
薄
い
色
の
靴

下
を
は
き
ま
し
ょ
う
。
靴
を
脱
い
で

す
ぐ
に
出
血
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
、
足
を
守
る
た
め
、
夏

で
も
靴
下
を
履
く
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
足
に
汗
を
か
い
た
ら
履
き

替
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
ま
ま
湿
っ
た

靴
下
を
履
い
て
い
る
と
水
虫
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

靴
の
選
び
方

　

足
に
合
う
靴
を
購
入
す
る
と
き
は

午
後
に
し
ま
し
ょ
う
。
一
般
的
に
午

後
か
ら
夕
方
に
か
け
て
足
が
む
く
ん

で
き
ま
す
。
午
前
中
に
靴
を
購
入
す

る
と
、
夕
方
に
は
足
が
痛
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

爪
の
切
り
方
に
つ
い
て

　

爪
は
指
の
形
通

り
に
切
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？
深
爪
傾

向
に
な
り
ま
す
の

で
、
巻
き
爪
に
な

り
や
す
い
で
す
。

　

足
の
指
と
同
じ

高
さ
で
ま
っ
す
ぐ

に
切
り
、
や
す
り
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

●チェックするポイント

変形（爪の骨がずれる）

変色（赤くなっていたり、

　　　  紫色になっていないか）

傷、けが はないか

皮膚の乾燥
（ひび割れなど）

爪の形、色
（巻きづめ、爪肥厚など）

タコ

魚の目

水虫

潰瘍

炎症

足の甲が

圧迫されない

つま先が

あたらない

サンダル ハイヒール

大きな隙間

がない

足を締めつけない

ずれない

足を衝撃から守る

通気性

保温性

内側にぬい目の

盛り上がりがない
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